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コンジョイント分析の比較応用

-CLR変換による相対的重要度を用いた群間比較法 一

Conjoint Analysis for Group Comparisons: 

Applying CLR Transformation to Relative Importance Values 
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Abstract 

This study focuses on conjoint analysis, a method useful for examining human preferences and 
decision-making criteria, and proposes an applied approach to overcome the challenge of comparing 
relative importance values across groups. In the:fields of social welfare and psychology, attitude 
research has traditionally relied on questionnaires composed of independent items, which makes it 
difficult to accur ately capture respondents'preferences and decision-making processes. In contrast, 
conjoin I analysis utilizes profiles based on combinations of factors and levels, enabling a more precise 
analysis of respondent preferences. However, a key limitation of conjoint analysis is that the relative 
importance values it yields are compositional data, making intergroup comparisons difficult. To address 
this issue, the present study introduces a method that applies the centered log-ratio (CLR) 
transformation to project these values into a linear space, thereby enabling applications such as cluster 
analysis and mean comparisons. As an illustrative case, the method was applied to analyze the attitudes 
of 86 university students toward inclusive education. The results suggest that the CLR transformation 
expands the range of analytical possibilities for conjoint analysis and contributes to the generation of 
new insights. 

キー ワ ー ド：CLR変換、 コンジョイント分析、 相対的重要度

I 背最と目的

コンジョイント分析は回答者ごとに相対的重要度

と部分効JI:J1直のプロファイルを得ることができるの

で、 それらを直慇的に比較することが可能になる点

で、特に秘藤条件にあるような内容について回答者

がどのように選好や判断するかを知りたい場合に有

効な手法である" I-1本でも君山(2021) 2) をはじめ

とした解説書があるし、 学術研究での利用も様々な

分野でなされている，＇

従来より社会福祉分野のニー ズ調査をはじめ、 心

理学や社会学の態）虻研究などでは、 ニー ズの強さや

対象への印象を評価するための質問紙調査が数多く

行われてきた。 とりわけ態度対象の重要度や必要性

を回答者に尋ねる調査では、 各項目の独立性を前提

に調査項目を設定し、 それぞれについて「まった＜

重要でない～たいへん重要である」 や「まったく必

要ない～ たいへん必要である」といった評価水準を

5件法等で提示した質問紙を用いたデー タ収集が一

般的であった。 こうした伝統的な調査手法は簡便

で、 また回答者の負担を比較的小さく実施できる利

点があるとともに、 得られたデー タの分析もt検定

や分散分析など馴染みのある処理方法で扱えること

から広く利用されてきた。

他方、 ニー ズの強さや重要度を評価したデー タに

よる結果比較は、 そもそもニー ズの強そうな対象や

重要であると思われる内容を項目として列挙してい

ることが多いために、「全体的にどの内容について

も必要とされている」、「どの内容も重要であると評

価されていた」との結論になりがちであるし、 それ

らの平均値を比較して順位付けをしても、 回答者の

選好を的確に把握することができていないことがあ
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